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立教大学国際学術研究交流制度 

2026年度「招へい研究員」報告書 

 

１．招へい概要 

 

２．滞在中の活動 

来日日および離日日を含め、滞在中の活動を記入してください。全日程（毎日）記載する必要はありません。 

講演会やセミナーなどを開催した場合はタイトル、会場、参加者数等を記載してください。 

活動内容記入例）○○についての研究討議、共同研究、講演、講義、大学院生への研究指導等 

年月日 活動内容 

2026 年 4 月 15 日 来日 

2026 年 4 月 16 日 ワークショップ「The State of the ART (AI-Native Research Team) in 

Economics」を開催（立教大学＋オンラインのハイブリッド形式、

17:30-18:30、池袋 12 号館 2 階会議室、参加者約 5 名）。 

2026 年 4 月 21 日 共同研究ミーティング「forward avoidance」（早稲田大学にて開催、

17:00-18:00）。活発な意見交換が行われた。 

2026 年 4 月 22 日 立教大学経済学部理論部会セミナーにて講演（17:00-18:00、池袋キャン

パス 太刀川記念館 第 1 会議室）。タイトル: "The effect of language 

structure on time preferences" 

2026 年 4 月 28 日 Behavioral and Experimental Economics Seminar (BEES) にて講演

（17:00～、池袋キャンパス 12 号館 第 4 会議室、参加者約 15 名）。タ

イトル: "Mind-Reading Ability Predicts Sales Performance: Evidence 

from Financial Consultants" 

2026 年 5 月 3 日 離日 

 

 

受入 

教員 

所属･職 経済学部・助教 

氏名 山本 翔平 

受入学部・研究科･研究所 経済学部 

招へい 

研究員 

所属・職 

Associate Professor in Department of Economics, College of Social 

Sciences, National Taiwan University 

所属機関所在国：台湾 

氏名 Josie I CHEN 

招へい期間 2026 年 4 月 15 日～2026 年 5 月 3 日（19 日間） 

研究経費 508,070 円 



３．研究・交流状況および成果 

上記に記載した活動について、具体的な研究･交流の内容および成果を、本学の学術研究、教育活動、国際

交流の進展へ与える効果を含めて、記載してください。講演会やセミナーなどの参加者層（学生、大学院生、

一般、教職員等）、会場の様子なども記載してください。 

本招へいでは、国立台湾大学経済学系の Josie I CHEN 准教授（Associate Professor）を 2026

年 4 月 15 日から 5 月 3 日までの 19 日間にわたり受け入れ、立教大学経済学部におけるセミ

ナー2 件、ワークショップ 1 件および共同研究ミーティング 1 件を実施した。 

【セミナー1：立教大学経済学部理論部会セミナー】 

2026 年 4 月 22 日（水）17 時より、池袋キャンパス太刀川記念館 第 1 会議室において、Chen

氏による「The effect of language structure on time preferences」と題した研究発表を実施

した。本研究は、英語や中国語など、未来時制（Future Time Reference）の文法的特徴の度

合いが異なる言語が、話者の時間選好にどのように影響を与えるかを論じるものであり、言

語学と行動経済学の境界領域に位置する興味深い知見が示された。本学経済学部理論部会所

属の研究者が出席し、言語構造と意思決定との関係をめぐって活発な議論が行われた。 

【セミナー2：Behavioral and Experimental Economics Seminar (BEES)】 

2026 年 4 月 28 日（火）17 時より、池袋キャンパス 12 号館 第 4 会議室において、受入教員

（山本翔平）が共同主催者である行動・実験経済学セミナー（BEES）を開催し、Chen 氏が

「 Mind-Reading Ability Predicts Sales Performance: Evidence from Financial 

Consultants」と題して講演を行った。本研究は、最後通牒ゲームを応用した新しい課題によ

り個人の「他者の心を読む能力（mind-reading ability）」を測定し、台湾の商業銀行に勤務

する 98 名のファイナンシャル・コンサルタントを対象としたフィールド実験を通じて、当該

能力と販売実績との間に頑健な関連が存在することを実証的に示したものである。発表は、

本学所属の研究者および大学院生を含む約 15 名が出席し、計測手法・実験デザイン・結果の

解釈をめぐって多面的な質疑応答が行われた。 

【ワークショップおよび共同研究ミーティング】 

セミナーに加え、ワークショップ 1 件および共同研究ミーティング 1 件を実施した。4 月 16

日（木）には、受入教員（山本翔平）が主催するワークショップ「The State of the ART 

(AI-Native Research Team) in Economics」を立教大学とオンラインを併用したハイブリッ

ド形式で開催し、AI-Native Research Team（ART）を活用した経済学研究の現状と方向性

について議論を行った。Chen 氏も登壇者の一人として参加し、台湾における関連研究の動向

や知見を共有した。また 4 月 21 日（火）には、早稲田大学を会場として「forward avoidance」

に関する共同研究ミーティングを開催し、早稲田大学をはじめ他大学からも多数の研究者が

参加して、活発な意見交換が行われた。 

【本学への効果】 

学術研究の観点では、Chen 氏の研究は言語構造と時間選好、社会的認知と経済行動という異

なる切り口から行動・実験経済学の最新動向を本学に紹介するものであり、本学経済学部に

おける当該分野の研究活動に新たな知見を提供した。さらに、ワークショップおよび共同研

究ミーティングを通じて、受入教員との研究プロジェクトが具体的に進展した。 

教育活動の観点では、大学院生を含む参加者層を得ており、海外の第一線の研究者による英

語での研究発表および質疑応答に触れる機会を若手研究者に提供することができた。 

国際交流の観点では、国立台湾大学経済学系との継続的な研究ネットワークが一層強化され

るとともに、4 月 21 日の早稲田大学における共同研究ミーティングを通じて、立教大学を起

点とする都内他大学との学際的ネットワーク形成にも寄与した。今後も両大学間での共同研

究および研究者交流を継続していく予定である。 

 


